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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年12月8日(2016.12.8)

【公開番号】特開2015-192725(P2015-192725A)
【公開日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-068
【出願番号】特願2014-71713(P2014-71713)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   17/12     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月19日(2016.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体内の結紮対象を結紮するための結紮用ループとリングが外嵌された連結用ループとを
有し、前記リングを前記連結用ループに位置する未結紮の状態から前記結紮用ループ側に
スライドさせることにより、前記結紮用ループを縮径させるようにした留置スネアを用い
て体内の結紮対象を結紮する留置スネア用結紮装置であって、
　チューブ状のシースと、
　前記シースに挿通された駆動ワイヤと、
　前記シースの近位端に設けられ、前記シースに対して前記駆動ワイヤをスライドさせる
操作部と、
　前記駆動ワイヤの遠位端に取り付けられ、その先端に行くに従って互いに略ハの字状に
開脚するように配置された一対のアーム部及び該アーム部の先端部をそれぞれ内側に折り
曲げてなる爪部を有する弾性体からなり、前記シースを前記駆動ワイヤに対して近位端側
にスライドさせることにより、前記シースの遠位端から突出して自己の弾性により開脚し
、前記シースを前記駆動ワイヤに対して遠位端側にスライドさせることにより、前記シー
スの遠位端内に埋没して閉脚する連結フックとを備え、
　未結紮の状態で体内に留置された前記留置スネアの前記連結用ループを、前記連結フッ
クを閉脚させて把持するとともに、前記連結用ループが前記シースの遠位端内に引き込ま
れるように前記シースを前記駆動ワイヤに対して遠位端側にスライドすることにより、前
記留置スネアを前記シースの遠位端に連結し、前記連結用ループを前記シースの遠位端内
にさらに引き込むように前記シースを前記駆動ワイヤに対して遠位端側にスライドするこ
とにより、前記シースの遠位端部により前記リングを前記結紮用ループ側にスライドさせ
るようにしたことを特徴とする留置スネア用結紮装置。
【請求項２】
　前記シースの近位端を前記操作部に着脱可能に装着するロック部をさらに備えることを
特徴とする請求項１に記載の留置スネア用結紮装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、未結紮の状態で体内に留置された留置スネアを、体外からの操作によりシー
スの遠位端部に連結し、体内の結紮対象を結紮するための留置スネア用結紮装置に関する
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、このような点に鑑みてなされたものであり、未結紮の状態で体内に留置され
た留置スネアを、体外からの操作によりシースの遠位端部に連結し、体内の結紮対象を結
紮する手技を容易に行うことができる留置スネア用結紮装置を提供することを目的とする
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る留置スネア用結紮装置は、
　体内の結紮対象を結紮するための結紮用ループとリングが外嵌された連結用ループとを
有し、前記リングを前記連結用ループに位置する未結紮の状態から前記結紮用ループ側に
スライドさせることにより、前記結紮用ループを縮径させるようにした留置スネアを用い
て体内の結紮対象を結紮する留置スネア用結紮装置であって、
　チューブ状のシースと、
　前記シースに挿通された駆動ワイヤと、
　前記シースの近位端に設けられ、前記シースに対して前記駆動ワイヤをスライドさせる
操作部と、
　前記駆動ワイヤの遠位端に取り付けられ、その先端に行くに従って互いに略ハの字状に
開脚するように配置された一対のアーム部及び該アーム部の先端部をそれぞれ内側に折り
曲げてなる爪部を有する弾性体からなり、前記シースを前記駆動ワイヤに対して近位端側
にスライドさせることにより、前記シースの遠位端から突出して自己の弾性により開脚し
、前記シースを前記駆動ワイヤに対して遠位端側にスライドさせることにより、前記シー
スの遠位端内に埋没して閉脚する連結フックとを備え、
　未結紮の状態で体内に留置された前記留置スネアの前記連結用ループを、前記連結フッ
クを閉脚させて把持するとともに、前記連結用ループが前記シースの遠位端内に引き込ま
れるように前記シースを前記駆動ワイヤに対して遠位端側にスライドすることにより、前
記留置スネアを前記シースの遠位端に連結し、前記連結用ループを前記シース内にさらに
引き込むように前記シースを前記駆動ワイヤに対して遠位端側にスライドすることにより
、前記シースの遠位端部により前記リングを前記結紮用ループ側にスライドさせるように
したことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係る留置スネア用結紮装置によると、未結紮の状態で体内に留置された留置ス
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ネアを体外に取り出すことなく、シースの遠位端（先端）部に連結して、体内の結紮対象
を容易に結紮することができるようになるという効果がある。
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